




Grammatical Phenomena of Sino-Tibetan Languages 2:









































 2 先行研究は枚挙に暇ないが，記述・分析の双方で最も優れた研究の一つに魏培泉 2000が挙げられる。この他，



















(1)  鄭人大敗戎師。 （『左伝』「隠公九年」1-66）5
 鄭人は大いに戎軍を破った。
(2)  若二子怒楚，楚人乘我，喪師無日矣。 （『左伝』「宣公十二年」2-734）
  もし彼ら二人に使者が楚を怒らせ，楚軍が急襲してきたら，わが軍が壊滅するまで幾日も
ないであろう。






 4 以下，「敗」の自動詞用法，「小」非他動詞用法の用例を挙げておく（「怒」の自動詞用法は例文 (3)の「則王怒」
を参照）。
 ・ 呉師敗。（『左伝』「定公五年」4-1552） 
呉軍は敗北した。



































































(5)  勧斉伐燕，有諸。 （『孟子』「公孫丑下」1-289）
 斉を勧めて燕を伐つようにしむけたというのは，本当にあったことなのですか。
(6)  王語木工「…擔物之法，禮當用手。由卿口銜，致使墮水。今當打汝前兩























(8)  怒觸不周之山，使天柱折，地維絕。 
 （『論衡』「談天」2-469，小方 2002より引用）
 （共工は）怒って不周之山にぶつかり，天柱を折り，地維（＝大地をつなぐ綱）を絶った。





































































































［構文 (A)：「Vt＋ O1（＝対象）＋在＋ O2（＝帰着点）」兼語構造］

























［構文 (B)：「Vt［＋ O1（＝対象）］＋著＋ O2（＝帰着点）」連動構造］13




(22)  妻侍質家女，女浴脱身珠璣衆寶，以懸著架。 （『六度集経』3-3a）
  （国王の）妻は質に入れられた先の（バラモンの）家の娘に仕えた。その娘は沐浴するため
に，身に着けていた真珠や様々な宝物をはずし，（それを）骨組みの棚にかけておいた。
(23)  爾時其夫猶故未寤，還以鑰匙繫著腰下。 （『雑宝蔵経』4-458a）
  その時，彼女（＝美しい王女）の夫はまだ目覚めていなかったので，（皆は）カギを再度（夫
の）腰に結びつけておいた。






＋ O2）までは及んでいないが（典型的な用例は (17)～ (19)），構文（B）では動
作主の意図が結果状態（著＋ O2）まで及んでいると考えられるという点である。




































































































在＝前置詞 (5)在＋〈帰着点〉＋ VP 35
(6)在＋〈時間〉＋ VP 3









(3)著 b＋〈対象〉（＝衣服 ) 20
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